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フェンス自立用新型サポート

製品特長：
・控えの打ち込みができない現場でも、
フェンスを自立させられます。

・重りの数によって控えの強度が上げられます。
・単管打込み施工でも控えパイプが不要です。 住所：東京都中央区京橋1-14-9依田忠ﾋﾞﾙ3F

TEL:03-5579-9381 FAX:03-5579-9382

広域営業部

お問い合わせ先

材質 スチール（溶融亜鉛メッキ）

本体サイズ（詳細） 高さ1,800mm×奥行703mm（控え支柱までの奥行350mm）

単管打込み用の穴
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バイオマス
使用部位：ﾎﾞﾃﾞｨ全体

バイオマス
使用部位：ﾊﾟｲﾌ゚全体

図面⑥

SHINOMURA KOU
楕円



図面記載事項翻訳 

 

★図面① 

 ※１垂直パイプの両端に金網が溶接されている。 

 ※２溶接要件 

  ・丸パイプの溶接は完全にされていること。 

  ・耳部の溶接は完全にされていること。 

  ・キャップには２つの長い溶接点があること。 

 ※３横菅の底部の両端に加工用の穴が開いている 

 ※４注意点 

  ・1 金網は垂直パイプの両側に溶接すること。 

  ・2 上下のワイヤーは横管に密着させること。 

  ・3 金網は緩すぎないこと。 

 ※５水平間の両端に穴を開ける計６個 

 ※６技術的要件 

  ・1 溶接部にゆるみが無いこと。 

  ・2 バリ等を取り除き、平坦とすること。 

  ・3 へこみ、歪み、ひび割れ等が無いか確認すること。 

  ・4 加工対象物の表面には溶接亜鉛めっき処理（銀白色） 

  ・5 材料の厚さは溶接亜鉛めっき後の厚さ。 

 

★図面④ 

 ※１技術的要件 

  ・1 マークの無いフィレット半径は R2 

  ・2 加工対象物の表面は要コーティング処理。 

  ・3 加工対象物に気孔・砂穴等、構造徹欠陥が無いこと。 

  ・4 鋳造品は正規化処理とすること。 

  ・5 鋳造品の硬度は HB95 以上であること。 

 

★図面⑤ 

 ※１寸法を表示するため、メッシュを削除している。 

 ※２ワイヤーの 1番細い部分は 3ｍｍ。 

 ※３技術的要件 

  ・1 表面をきれいにし、バリ等が無いこと。 

  ・2 溶接部分の不良が無いこと。 

  ・3 加工対象の表面は亜鉛メッキ。 

  ・4２倍以上のものが持ち上げられることを確認すること。 
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